
ＩＣＴ学習教材コンテンツ活用実践事例 
 

 学校名 県立むつ養護 学校 

授
業
に
つ
い
て 

教科領域名 

（✓又は■で 

記入する。） 

□国語 □社会 □算数・数学 □理科 □外国語・外国語活動 □生活 □音楽  

□図画工作・美術 □体育・保健体育 □技術・家庭 / 職業・家庭 / 職業 / 家庭 

□特別の教科 道徳 □総合的な学習（探究）の時間 □日常生活の指導  

■生活単元学習 □作業学習 □遊びの指導 ■特別活動 □自立活動  

□その他（外部との連携） 

単元(題材)名 若葉養護学校と交流をしよう 

単元(題材)の目標 
・直接交流が難しい学校間で、共同学習をする。 

・他校の児童生徒とコミュニケーションを図る。 

学
習
集
団
と
実
態 

学部・学年・人数 小学 部 ２、３、６ 年 ４ 人 

本単元(題材)にお

ける学習集団の 

主な実態 

・心疾患などにより運動や生活上の制約があるため、人間関係を広げにくい。 

・話や人とのやりとりが得意で、友達を笑顔にしたり、一緒に楽しく遊んだりすること

が好きである。 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て 

使用した支援機

器・教材の名称 

iPad、ワイヤレススピーカーマイク 

使用したアプリケ

ーションの名称 

Google Classroom  

主な活用の用途 

（✓又は■で 

   記入する。） 

(複数選択可能) 

■コミュニケーション支援 （□意思伝達支援 ■遠隔コミュニケーション支援） 

□活動支援        （□情報入手支援 □機器操作支援 □時間支援） 

□学習支援        （□教科学習支援 □認知発達支援 □社会生活支援） 

□実態把握支援 

ＩＣＴ活用の 

ねらい 

病弱で、感染症の予防や健康上の配慮を要する児童が、ICT 機器のオンライン機能を活

用することによって、友達との交流の機会が広がり、自信をもって人とやりとりする。 

活
用
の
状
況
と
支
援 

活用の状況と支援 

○活用場面 

・月１回程度、学級活動 

○内容 

・箱の中身は何でしょうゲームやジェスチャーゲーム 

○行った支援 

・イラストや文字、○×アイテムなどの視覚的な教材を用意すると、分かりやすい。 

○児童の様子・変容 

・児童の欠席が続いたときにも家庭で積極的に遠隔授業を活用するようになった。 

・友達との関わりの中で友達の話を聞く、友達を待つなどの力が身に付いた。 

○その他 

・Google Classroom を活用することにより、掲示板を使って情報共有をすることや

Google meet へ参加しやすくなった。 

・ヤマハワイヤレススピーカーマイクを使用することにより音声が聞き取りやすくなっ

た。 

 


